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論文内容要旨（甲）
論文題名 Recurrence of atrial fibrillation within three months 
after pulmonary vein isolation for patients with paroxysmal atrial 
















［方法］当院で PVI後の患者 53症例（男性 41例、女性 12例、平均年齢









に対し感度 87.5%、特異度 71.1%、陽性適中率 35.0潟、陰性適中率96.9国
であった。
また ELR-AUTOにより検出された白覚症状を有するイベントは 393イベン





縮であった。 53症例における全記録で AFは 1492回記録されていたが、
症状を有する AFは47(3.2百）回のみで、あった。
【結語］ ELR-AUTOによる AF再発の検出は有用であると考えられた。また
早期再発を認めない症例では慢性期に再発を認めない可能性が示唆され
た。
